
田植えの前に「どろんこ体験」

をしました。田んぼの土の感触は

どうでしたか？はじめはヌルヌル

で気持ち悪いという人もいました

が、そのうちにイモリをさがした

りして楽しんでいましたね。 

1回目 5月 29日の様子です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№

１ 

「米こめ大作戦」に参加されているみなさん元気にお過ごしですか？ 

前回の様子や次回のことについてのお知らせをする「米こめ大作戦通信 1 号」をお届けします。また、

みなさんの感想やご意見も載せて田んぼのことや人との関りなどみんなで共有することができたらい

いなと思っています。 

ところで、例年より少し遅れているようですが山口県も梅雨入りしました。 

うっとうしいと感じることもありますが、恵みの雨と待ちわびている人や生き物もたくさんいるん

ですよ。皆さんでちょっと考えてみてください。 

                               

どろんこ体験 

田んぼの線引き 

今から田植えをする田んぼ

に線を引きました。 

 きちんと線を引いて出来る

だけ真っ直ぐに植えないと、

草取りや稲刈りなどの作業が

大変になります。約 30 センチ 

の間隔です。 

田植え体験 
田植えは遊びではありま

せん。 

できるだけ真直ぐに間隔

は 20 センチで苗は 2 本ず

つ植えました。あぜは踏ま

ない約束でしたね。 

  

看板づくり 

みなさんのＭＹ田んぼ

に立てる看板に名前を

書きました。 

これから収穫まで田ん

ぼにたてておきます 

苗のこと 昨年収穫した種もみを一ヶ月くらい前に水に浸して芽出しをし、苗箱に播いて保温しながら育

てたものです。昔は「苗代（なわしろ）」といって田んぼの一画に直接種もみを播いていました。 
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稲の間のセリも大きく

なってきました。コナギ

の芽も出ています 

初めての田植えでしたがとても

良い体験でした。子供は遊ぶのに一

生懸命であまり田植えをしなかっ

たのが残念ですが･･･。親自身しら

なかったこと、勉強になることばか

りでとても楽しかったです。 

まだ１回目なんですが、

私自身もはじめての田植え

とても楽しかったです。 

自然がいっぱいで子ども

も喜んでいます。おにいさ

んの指導もとてもいいと思

います。 

好天に恵まれ楽しく参加さ

せていただきました。子ども

達も田植え？を体験できてよ

かったです。稲が育っていく

課程や農薬を使わず育てる意

義を肌で感じて何か心に残れ

ばと思います。 

子供のいきいきとした

姿が見れてとても良かっ

たと思います。最後までち

ゃんとやってくれること

を願います 

オニイサンより 

これから稲はどんどん生長

します。でも、田植え後が米

作りの本番で、お天気のこと

もありますが、人がどう関わ

っていくかで結果も違って

きます。6 月 26 日にしっか

りと手入れをしましょうね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、みんなで田植えをした苗もずいぶんしっかりとした姿になっ

てきました。ヒョロヒョロで頼りなく立っていましたが、今はしっか

りと根を張り、ピンと上を向いて新しい葉も出始めています。でもよ

く見ると雑草も出始めています。これから一ヶ月の間に「分けつ」と

いってどんどん茎の数が増えていく成長期です。雑草が多いと稲の栄

養をとられてしまい大変です。次回は田んぼの雑草取りに挑戦してみましょう。

また、田んぼの周りにいる生き物を探してみたり、田んぼの水がどこからやっ

てくるのかみんなで里山探検に出かけます。 

 

 

 

 

 

 

お昼ごはん 

食事の準備や片付けはみんなでしまし

ょう。小さい子でもお皿やはしを配っ

たりお手伝いできました。今回は K 君

に合掌してもらいました。次回は誰に

してもらおうかな？ 

1 回目に都合で参加できなかったフ

ァミリーが 1 週遅れの 6 月 5 日に

田植え体験されました。夏までには

生育も追いつくでしょう。 

雑草のこと 土の中にはたくさんの草の種が眠っています。田植えの準備のために水を入れたり、耕

したりすると眼を覚まします。また、セリのように茎のひとかけらでも残っているとどんどん増えて

いくものもあります。これからの時期は雑草との戦いになります 

 
みんなさんの声から 


